
諫早市立北諫早中学校 第１学年１組 理科学習指導案＜略案＞ 

筑紫野市立筑山中学校 

教諭 坂田 康亮 
１ 主眼 
 （１）全員で学び、目標を達成する成功体験を実感させることで、全員と関わる重要性を実感させる。 
 （２）「学校」では、多様な人との関わり方を知り、全員がハッピーになる学校をつくる姿勢をもたせる。 
 
２ 学習過程 

過程 学習内容 指導上の留意点 形態 配時 

導
入 

１ 自己紹介をする。 
 ・授業者から始める。数名の生徒は、特技などを踏まえ 

て自己紹介する。（任意） 
２ 本時のめあてを確認する。 
 
 
３ 本時の評価基準を確認する。 
 
 
 

 
・理科が得意な人、体育が得意な人など教科によっ

て、得意な人が異なることに気づかせる。 

全 
 

５ 
 
 
２ 
 
 
３ 

発
展 

４ 「何のために学校に来ているのか」について考える。 
 ・勉強をするため ・部活のため 
 ・友達と楽しく過ごすため 
 
５ 「理想の大人像」をイメージする。 
 ・誰にでも優しい大人 ・何事にも挑戦する大人  

・人に親切にできる大人 
 
６ 演習１に１人で挑戦する。 
 ・友達に質問してはいけない。 

→「言葉」を発してはいけない。私語禁止。 
・先生の話をよく聞くこと。・自分の席から離れない。 
・制限時間内に、自分なりの答えを導き出すこと。 

 
７ 「理想の大人」に近づくための３つのポイントについ 

て知る。 
（１）学校は（ 理想の大人 ）になるところ 
（２）（ 自分たち ）はすごい力を持っているんだ。 
（３）絶対に、誰一人（ 見捨てない ）。 
 ・つまり、「全員で全員がハッピーになること」 
 
 
 
８ 演習２に全員で挑戦する。 
 ・教室を出なければ何をしてもよい。 
 ・答えを写すだけでなく理解すること。 
 ・制限時間内に全員が理解すること。 

・KR を通して、回答の本質に迫る。 
・「仲間」がいないとできないことに気づかせる。 
・「理想の大人になるため」であることを確認する。 
 
・これらの理想像に近づくために、どのような能力
や価値観が必要かを問う 
 
 
・通常の講義型の学習を想起させる。 
・自分以外の周囲の仲間の状況が把握できないこと 

に気づかせる。 
・わからないときに、わからないといいにくい雰囲 

気ができることに気づかせる。 
 
・多様性のある集団で過ごすことが自分を成⾧させ 

ることになることを伝える。 
・教師は１人で３２名をすべての人に対応すること 

は難しいことを伝える。 
・プロに教わるより、昨日までできなかったが、今 

日できるようになった人から教わることが勇気を 
もらえることを伝える。 

・（３）のためであれば、悲しむ人がいない限り、何 
をやっても構わないことを伝える。 

・２つの演習を通して、どちらが自分の理想の大人 
に近づけるか考えさせる。 
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９ 交流のようすの評価を聞く。 
 ・こんなときはどうすべきか考える。 
 ①残りの人が１人になってしまったら…。 
 ②仲間に教えるときの目線について。 
 ③いっしょに学習するときの注意点 
 ④「個別」と「孤立」のちがいについて。など。 

・自分が最後の一人だったら仲間にどうしてほしい 
か考えさせる。 

・目線について考えさせる。 
・３人のグループでは、中に入ることも出ることも 

難しい。グループを固定化させることは非常に危 
険であることを伝える。 

全 ５ 

１０ まとめをする。 
「人は必ず誰かに頼って生きている。子どもだから、大人
だからは関係ない。頼ることは決して悪いことじゃない。
自立に向けた大きな一歩。全員が１つになれるというこ
とは、全員が支え合えるということは、本当にハッピーな
ことなんだ。」 

 
・これから訪れる予測困難な時代で必要なことは豊
かな人間性であり、また、人と人とのつながりであ
ることを、AI などを例に挙げながら説明する。 

全 ５ 

 10 挑戦状を読む。 
「じゃんけんで 5 回勝ったら座れる。だれが 1 番とかで
はなく、全員が座れるまでの時間をできるだけ短くせ
よ。」 

 
・最短記録は３７名で４秒以内であることを伝え、
宿題とする。 

全 ２ 

 

 

めあて「全員が、学校で何をどのように学ぶべきかを知り、全員でハッピーになる。」 

評価 B「全員が、『学び合い』のポイントを説明できる」 
評価 A「全員が一生涯幸せになるために必要なものを説明できる」 


